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表５－９（１） 実証池及び対照池の水質影響参考項目分析結果 

採取日

地点

A-表層 8.0 8.4 8.1 8.3 8.9 8.2 8.7 8.7 9.0 8.5 7.4 7.2 6.6 6.8

A-底層 7.8 8.5 8.2 8.4 8.4 8.6 8.5 8.4 8.7 8.4 7.3 6.9 6.7 6.8

B-表層 8.1 8.3 8.0 8.3 8.7 8.4 8.2 9.1 8.7 8.3 7.3 6.9 6.5 6.6

B-底層 7.8 8.1 7.9 8.1 8.3 8.4 8.1 8.3 8.8 8.3 7.3 6.9 6.6 6.6

C-表層 7.5 8.4 7.9 8.0 8.5 8.4 8.3 8.6 8.9 8.2 7.1 6.9 6.8 6.9

C-底層 7.9 8.6 8.0 8.3 8.6 8.4 8.5 8.6 8.9 8.7 7.4 6.9 7.0 6.7

D-表層 7.5 7.9 7.9 8.1 8.5 8.0 7.9 8.1 8.0 7.5 6.4 6.1 6.1 6.9

D-底層 7.7 7.8 7.8 8.1 8.3 7.8 8.2 7.8 8.0 7.6 6.3 5.9 6.2 6.8

A-表層 6.6 20 20 16 22 23 38 45 43 27 24 20 24 11

A-底層 8.0 20 15 17 21 33 38 45 42 39 24 21 18 13

B-表層 5.7 18 16 11 20 21 38 40 49 36 23 14 20 13

B-底層 12 20 17 19 24 30 39 61 45 38 24 21 18 11

C-表層 8.3 13 13 16 20 22 22 31 32 35 19 15 14 12

C-底層 17 18 28 21 21 24 31 52 36 37 23 18 21 13

D-表層 5.3 9.3 10 11 11 7.0 8.5 8.5 10 7.5 8.5 7.0 7.5 4.5

D-底層 5.5 13 12 10 12 10 5.0 8.5 10 8.0 11 11 9.0 3.5

A-表層 22 － 24 29 25 20 16 14 15 15 22 25 29 35

A-底層 15 － 27 28 26 19 15 11 14 15 21 24 28 34

B-表層 27 － 29 31 26 20 19 15 14 15 23 25 30 35

B-底層 22 － 26 29 25 20 16 11 14 15 22 25 28 34

C-表層 30 － 32 30 27 22 23 14 16 16 24 29 32 35

C-底層 23 － 24 29 26 19 19 11 15 16 22 26 26 31

D-表層 34 － 41 38 32 39 48 29 42 49 43 45 59 62

D-底層 27 － 32 33 32 31 30 22 37 51 34 37 51 59

項目
[単位]

溶解性
COD

[mg/L]

実
証
池

対
照
池

8/2 8/9 8/16 8/23 8/30 9/8 9/13 9/20 11/17 12/69/27 10/5 10/19 11/1

SS
[mg/L]

実
証
池

対
照
池

透視度
[cm]

実
証
池

対
照
池
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表５－９（２） 実証池及び対照池の水質影響参考項目分析結果 

採取日

地点

A-表層 1.8 4.5 2.7 2.1 1.6

A-底層 2.1 3.6 3.0 2.2 1.6

B-表層 1.9 4.0 2.5 2.0 1.5

B-底層 2.3 3.9 2.0 2.4 1.3

C-表層 1.7 4.9 2.9 1.6 1.4

C-底層 2.4 3.8 2.4 2.7 1.7

D-表層 3.9 2.3 2.1 1.6 1.6

D-底層 3.6 4.3 1.9 2.4 2.0

A-表層 0.75 1.4 1.3 0.86 0.67

A-底層 0.85 1.4 1.3 0.85 0.66

B-表層 0.72 1.3 1.4 0.82 0.65

B-底層 0.83 1.5 1.4 0.90 0.64

C-表層 0.73 1.3 1.4 0.77 0.64

C-底層 0.87 1.6 1.3 0.85 0.67

D-表層 0.87 1.0 1.0 0.71 0.76

D-底層 1.0 1.3 1.1 0.78 0.70

A-表層 0.049 0.10 0.11 0.081 0.051

A-底層 0.079 0.12 0.11 0.081 0.050

B-表層 0.053 0.096 0.11 0.077 0.049

B-底層 0.082 0.12 0.12 0.078 0.048

C-表層 0.050 0.097 0.11 0.065 0.045

C-底層 0.068 0.11 0.11 0.075 0.051

D-表層 0.10 0.089 0.089 0.070 0.066

D-底層 0.12 0.11 0.083 0.083 0.061

T-N
[mg/L]

実
証
池

対
照
池

T-P
[mg/L]

実
証
池

対
照
池

12/610/5 11/19/88/2

項目
[単位]

BOD
[mg/L]

実
証
池

対
照
池
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図５－１５（１） 実証池及び対照池の水質影響参考項目の経時変化 
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図５－１５（２） 実証池及び対照池の水質影響参考項目の経時変化 
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図５－１５（３） 実証池及び対照池の水質影響参考項目の経時変化 
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（２）水質項目フォローアップ調査測定結果 
  水質フォローアップ調査の水質影響実証項目及び水質影響参考項目の

測定結果は、表５－１０に示すとおりである。 

  機器を稼動させたこと及び機器を止めたことに対して、大きな影響は

確認出来なかった。機器を止めたことにより機器によって発生した流れ

の影響で沈降しなかった浮遊物質が沈降したため、ＳＳ、透視度は改善

された。 

 
表５－１０ 実証池及び対照池の水質フォローアップ調査の分析結果 

採 取 日 採 取 日

地 点 地 点

A-表 層 7.9 8.4 A-表 層 1.0 1.6

A-底 層 8.4 9.2 A-底 層 2.0 1.6

B-表 層 8.3 8.9 B-表 層 1.8 1.5

B-底 層 8.4 8.7 B-底 層 2.0 1.3

C-表 層 8.2 8.5 C-表 層 1.4 1.4

C-底 層 8.4 8.7 C-底 層 2.4 1.7

D-表 層 8.4 7.9 D-表 層 2.2 1.6

D-底 層 8.3 7.4 D-底 層 2.9 2.0

A-表 層 7.1 6.8 A-表 層 0.93 0.67

A-底 層 7.2 6.8 A-底 層 0.97 0.66

B-表 層 7.2 6.6 B-表 層 0.97 0.65

B-底 層 7.1 6.6 B-底 層 0.97 0.64

C-表 層 7.0 6.9 C-表 層 0.97 0.64

C-底 層 7.1 6.7 C-底 層 0.98 0.67

D-表 層 6.9 6.9 D-表 層 0.80 0.76

D-底 層 6.8 6.8 D-底 層 0.81 0.70

A-表 層 5.2 11 A-表 層 0.025 0.051

A-底 層 6.4 13 A-底 層 0.032 0.050

B-表 層 6.2 13 B-表 層 0.027 0.049

B-底 層 7.6 11 B-底 層 0.031 0.048

C-表 層 6.2 12 C-表 層 0.028 0.045

C-底 層 7.6 13 C-底 層 0.035 0.051

D-表 層 5.0 4.5 D-表 層 0.057 0.066

D-底 層 6.0 3.5 D-底 層 0.055 0.061

A-表 層 64 35

A-底 層 57 34

B-表 層 60 35

B-底 層 56 34

C-表 層 61 35

C-底 層 55 31

D-表 層 65 62

D-底 層 62 59

T-N
（参 考 項 目 ）

[mg/L]

実
証
池

対
照
池

溶 解 性
ＣＯＤ

（参 考 項 目 ）
[mg/L]

実
証
池

対
照
池

H18.1 .11

項 目
[単 位 ]

COD
[mg/L]

実
証
池

対
照
池

透 視 度
（参 考 項 目 ）

[ｃｍ]

実
証
池

対
照
池

T-P
（参 考 項 目 ）

[mg/L]

ＳＳ
（参 考 項 目 ）

[mg/L]

実
証
池

対
照
池

(参 考 ）
H17.12.6

(参 考 ）
H17.12.6

実
証
池

対
照
池

H18.1.11

項 目
[単 位 ]

BOD
（参 考 項 目 ）

[mg/L]

実
証
池

対
照
池
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5.3 底質影響実証項目 

底質影響実証項目、底質影響参考項目の測定結果は以下のとおりである。 

 

（１）底質影響実証項目 

  実証期間中の底質影響実証項目（におい・色）の測定結果は、表５－

１１に示すとおりである。 

     

表５－１１に示した実証池（地点Ｃ）の底質分析結果（臭気）によ

ると、8/2（実証試験開始時）は「やっと感知できるにおい（検知閾値

濃度）」、12/6（実証試験終了時）は「無臭」であった。 

また、対照池(地点Ｄ)の底質分析結果（臭気）によると、8/2（実証

試験開始時）は「やっと感知できるにおい（検知閾値濃度）」、12/6（実

証試験終了時）は「なんのにおいであるかわかるにおい（認知閾値濃

度）」であった。 

 

 

表５－１１ 実証池及び対照池の底質影響実証項目の分析結果 

採取日

地点 12/610/5

底質の
臭気

実証池
地点Ｃ

対照池
地点Ｄ

8/2項目

底質の色

実証池
地点Ｃ

対照池
地点Ｄ

淡(灰茶色） 淡(灰茶色）

中(灰茶色） 中(灰茶色）

淡(灰茶色）

中(灰茶色）

無臭

何のにおいであるか
わかるにおい

（認知閾値濃度）

やっと感知できる
におい

（検知閾値濃度）

やっと感知できる
におい

（検知閾値濃度）

やっと感知できる
におい

（検知閾値濃度）

やっと感知できる
におい

（検知閾値濃度）
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（２）底質影響参考項目 

機器稼動前の底質影響実証項目（酸化還元電位）の測定結果は、表５－

１２に示すとおりである。 

  表５－１２より、実証池及び対照池の底質は、還元状態であった。 

 

表５－１２ 実証池及び対照池の底質影響参考項目の分析結果 
 

実施日 地点 酸化還元電位(mV)
8月2日 実証池 -108.5

対照池 -160.0  
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（３）底質影響項目フォローアップ調査 
  フォローアップ調査の底質影響実証項目及び底質影響参考項目の測定

結果は、表５－１３に示すとおりである。 

  底泥の色は実証試験期間中と比べ大きな変化はなかった。臭気は両池

の底泥とも無臭であった。 
 
 

表５－１３ 実証池及び対照池の底質フォローアップ調査の分析結果 
採取日

地点

底質の
酸化還元

電位
(参考項目）

[mV]

実証池
地点Ｃ

12.1

対照池
地点Ｄ

-48.0

底質の
臭気

実証池
地点Ｃ

対照池
地点Ｄ

H18.1.11項目

底質の色

実証池
地点Ｃ

対照池
地点Ｄ

無臭

無臭

淡(灰茶色）

中(灰茶色）

(参考）
H17.12.6

淡(灰茶色）

中(灰茶色）

無臭

何のにおいであるか
わかるにおい

（認知閾値濃度）

－

－
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5.4 生物影響実証項目 

生物影響実証項目の測定結果は以下のとおりである。 

 

（１）生物影響実証項目 

  実証期間中の生物影響実証項目（植物プランクトン・クロロフィルａ

の測定結果は、表５－１４及び図５－１６（１）～（２）に示すとおり

である。なお、定量下限値未満の分析結果は、定量下限値の１０分の１

の値をグラフにプロットした。 

 ①植物プランクトン 

表５－１４に示した実証池（地点Ａ、Ｂ、Ｃ）の生物分析結果によ

ると、機器稼動前の実証池の Microcystis 群体数は 1500～3200 群体/mL、

Oscillatoria tenuis 数は、200～1200 糸状体/mL であった。機器稼動

後、両プランクトンともあまり変化がなかったが、９月後半よりやや

Microcystis 群体数が上がり始め、１０月５日には、2700～6500 群体

/mL に達した。以降 Microcystis 群体は減少し、稼動を止めた１２月６

日には、100～500 群体/mL まで下がった。Oscillatoria tenuis に関し

ては、９月後半より減少し、稼動を止めた１２月６日には、100 未満か

ら 200 糸状体/mL まで下がった。 

また、対照池(地点Ｄ)の水質分析結果によると、機器稼動前の

Microcystis 群体数は、1200～1400 群体/mL であった。８月から９月に

かけてはあまり変化がなかったが、１０月頃から減少し始め、１２月

６日には、200～500 群体/mL まで下がった。Oscillatoria tenuis に関

しては、実証期間を通してあまり観察されなかった。 

 

  ②クロロフィルａ 

表５－１４に示した実証池（地点Ａ、Ｂ、Ｃ）の生物分析結果によ

ると、機器稼動前の実証池のクロロフィルａは 0.1 未満～10μg/L であ

った。機器稼動後、９月から１０月にかけて、濃度が上がっていたこ

とが確認された。しかし、１１月以降減少し始め、12 月 6 日には、0.1

未満～12μg/L となった。 

また、対照池(地点Ｄ)の水質分析結果によると、機器稼動前のクロ

ロフィルａは 11～31μg/L であった。８月から９月にかけて濃度の上

昇は見られたがその後減少し始め、１２月６日には、0.1μg/L 未満ま

で下がった。 
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実証期間中、実証池において浮遊性の藻類の増殖により水色が著し

く変色する現象（アオコの発生）は目視では確認されなかった。 

アオコの指標となるクロロフィルａは、両池で同様の傾向を示し、

実証試験開始後に一時的に増加が見られたが、顕著な増加等は確認さ

れなかった。また、夏から秋にかけて実証池及び対照池において最も

多く観察されていた植物プランクトン(Microcystis)の顕著な増加も

確認されなかった。 

実証対象機器によるアオコ発生抑制効果については、対照池におい

てもアオコ発生は確認されなかったことからその有無を確認するには

至らなかった。 
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表５－１４ 実証池及び対照池の生物影響実証項目の分析結果 
採取日

地点

A-表層 3200 3900 4500 4500 3300 3800 6200 6500 3100 1800 500

A-底層 3200 3500 2600 3400 2800 4600 6100 5500 3600 1000 500

B-表層 2100 2400 2200 2000 2700 4700 2400 6500 2400 900 400

B-底層 1900 － 2200 2000 2700 3800 4400 2700 1700 800 100

C-表層 1700 1100 1600 1900 1900 3800 4600 4800 800 1500 200

C-底層 1500 1900 1800 2200 2400 4800 4200 3100 1300 600 200

D-表層 1400 1200 1300 1600 1600 1900 800 500 400 600 500

D-底層 1200 500 1300 1100 1700 2000 700 400 400 700 200

A-表層 1200 2400 300 100 800 500 1900 1100 100 <100 200

A-底層 500 1100 900 100 800 500 1700 900 200 <100 200

B-表層 500 1300 1000 400 100 900 1500 1300 100 <100 200

B-底層 200 － 1000 300 <100 1000 1000 200 100 <100 100

C-表層 200 1400 400 700 200 800 1700 800 100 <100 100

C-底層 200 200 300 <100 200 1100 1000 800 300 <100 <100

D-表層 <100 <100 200 <100 100 100 300 <100 100 <100 <100

D-底層 <100 100 200 200 200 200 200 <100 <100 <100 <100

A-表層 10 － － － 46 － － 35 － 9.3 12

A-底層 5.3 － － － 39 － － 26 － 6.2 13

B-表層 <0.1 － － － 34 － － 37 － 6.0 11

B-底層 5.7 － － － 35 － － 44 － 7.3 8.1

C-表層 <0.1 － － － 19 － － 25 － 8.4 0.90

C-底層 2.4 － － － 29 － － 34 － 10 <0.1

D-表層 11 － － － 30 － － 20 － 9.1 <0.1

D-底層 31 － － － 46 － － 8.0 － 14 <0.1

項目
[単位]

植物プランクトン
Microcystis
[群体/mL]

実
証
池

対
照
池

8/30 9/8 9/208/2 8/9 8/23 12/69/27 10/5 10/19 11/1

植物プランクトン
Oscillatoria

tenuis
[糸状体/mL]

実
証
池

対
照
池

クロロフィルａ
[μg/L]

実
証
池

対
照
池  

 

※植物プランクトンの計数ついて 

 本実証機器によるアオコ発生抑制効果を実証するために、植物プランクトン数を調

査した。倍率は 200 倍とし、40 視野計数した。また、試料は濃縮せずに計数した。 

 実証池及び対照池において、４月から６月にかけて行った予備調査で多く観察され

た、Microcystis 及び Oscillatoria を実証期間中に観察することとした。 

 本実証池において観察された Microcystis の大きさは 10～30μm であり、そのサイ

ズのものを１単位として測定した。形成された群体で 100μm を超えたものは、観察

されなかった。Oscillatoria については、100μm を 1 単位として測定した。 
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図５－１６（１） 実証池及び対照池の生物影響実証項目の経時変化 
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図５－１６（２） 実証池及び対照池の生物影響実証項目の経時変化 
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（２）生物影響実証項目フォローアップ調査 
  生物影響フォローアップ調査の生物影響実証項目の測定結果は、表５

－１５に示すとおりである。 

水温の低下により植物プランクトン数は減少しているが、機器を止め

たことによる悪影響は確認できなかった。 

 

 
表５－１５ 実証池及び対照池の生物影響フォローアップ調査の分析結果 

 

採取日

地点

A-表層 300 500

A-底層 100 500

B-表層 100 400

B-底層 300 100

C-表層 200 200

C-底層 200 200

D-表層 100 500

D-底層 100 200

A-表層 <100 200

A-底層 <100 200

B-表層 <100 200

B-底層 <100 100

C-表層 <100 100

C-底層 <100 <100

D-表層 <100 <100

D-底層 <100 <100

A-表層 3.8 12

A-底層 6.5 13

B-表層 3.4 11

B-底層 6.2 8.1

C-表層 3.1 0.90

C-底層 4.3 <0.1

D-表層 13 <0.1

D-底層 15 <0.1

対
照
池

(参考）
H17.12.6

クロロフィルａ
[μg/L]

実
証
池

対
照
池

H18.1.11

植物プランクトン
Oscillatoria

tenuis
[糸状体/mL]

実
証
池

対
照
池

項目
[単位]

植物プランクトン
Microcystis
[群体/mL]

実
証
池

 

 
 
 



 

99 

5.5 環境負荷実証項目 

（１）騒音 

測定は、実証対象機器の停止の前後に普通騒音計（ＲＩＯＮ ＮＬ－０

６）を用いて行った。騒音計は、実証対象機器から約７ｍ離れた池堤上に

三脚に据え付けて設置した。測定地点の位置を図５－１７に示す。 

実証対象機器による騒音は、ほぼ定常騒音とみなせるもので、稼動時で

４６ｄＢ、停止時で４４ｄＢであった。なお、測定を実施したのは昼間で

あり、付近の竹やぶから常に鳥の鳴き声が聞こえていたが、その他の特に

影響を及ぼすような大きい音は除外した。稼動時と停止時で指示値の差が

２ｄＢと小さく、実証対象機器による騒音は、暗騒音と同程度以下の騒音

レベルであると考えられる。騒音測定結果の詳細を表５－１６に示す。 

また、静かさが求められ騒音が問題になりやすい深夜に、暗騒音が少な

い状況における騒音の測定を実施した。測定日時は８月１１日の午前２時

頃、測定地点は上と同じとした。測定結果は３９ｄＢであり、深夜の住宅

地であっても問題のないレベルであった。 

 

 

 0 50

上 之 池 
（実証池）

摺 鉢 池 
（対照池）

0 50

上 之 池

（実証池）

摺 鉢 池

（対照池）

実証対象機器

騒音測定地点

におい測定地点

8/8

8/8

8/28/2

 0 50

上 之 池 
（実証池）

摺 鉢 池 
（対照池）

0 50

上 之 池

（実証池）

摺 鉢 池

（対照池）

実証対象機器

騒音測定地点

におい測定地点

8/8

8/8

8/28/2

図５－１７ 騒音およびにおいの測定地点 
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（２）におい 
測定は、実証対象機器の稼動前と稼動後に、比較的においを感じやすい

と考えられる実証池および対照池の風下側に立って行った。測定地点の位

置は図５－１７に示すとおりである。 

実証対象機器の稼動前も稼動後も、池から特に気になる臭いは感じられ

なかった。なお、池周辺の草刈りに伴い草の臭いを感じたときがあったが、

実証対象機器とは無関係なものであり、問題はなかった。におい測定結果

の詳細を表５－１７に示す。 

 
表５－１７ におい測定結果 

 
 
 

表５－１６ 騒音測定結果 

LAeq LAmax LAmin LA05 LA10 LA50 LA90 LA95

稼動時 10:34～10:51 46.2 54.8 42.7 48.4 47.8 45.7 44.4 44.1

停止時 11:50～12:02 44.2 54.5 35.1 47.3 46.3 43.6 40.9 40.0

　※　いずれも測定時間内の10分間のデータである。

　※　近くの竹やぶからは常に鳥の鳴き声が聞こえていた。

　※　車、ヘリコプター、飛行機通過時及びからすの鳴き声は除外した。

測定時間
騒音レベル（ｄＢ）

気温 湿度 風向 風速 臭気強度 臭質 不快度

℃ % m/s

実証池 8/2 10:50 北西 0.6 2 草の臭い 0

対照池 8/2 13:10 西 1.1 0 0

実証池 8/8 12:35 南西 0.7 0 0

対照池 8/8 12:00 南 1.8 2 草の臭い 0
33.4 40.9

34.1 45.3

測定日時

稼働前

稼働後

臭気強度 においの程度

0 無臭

1 やっと感知できるにおい（検知閾値濃度）

2 何のにおいであるかわかる弱いにおい（認知閾値濃度）

3 らくに感知できるにおい

4 強いにおい

5 強烈なにおい

不快度 内容

0 快でも不快でもない

-1 やや不快

-2 不快

-3 非常に不快

-4 極端に不快

６段階臭気強度表示法

５段階不快度表示法

≪参考資料≫
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5.6 維持管理実証項目 

維持管理実証項目の実証試験結果については以下のとおりである。 

（１）電力等消費量 
実証対象機器の電力消費量については、現場に設置した積算電力計の指

示値を読み取り記録した。実証対象機器の稼動期間は、８月４日１５時２

０分から１２月８日１１時５０分までの約１２６日間であった。なお、９

月１日の１３時４０分から９月７日１２時５５分までの約６日間は、水位

の低下による故障の恐れが生じたため、２基のうち１基を停止した。 

実証試験期間中における総電力消費量は２５，３５６ｋＷｈ、実証対象

機器ののべ稼動時間は約２４６日・基であり、実証対象機器１基あたりの

消費電力は約１０３ｋＷｈ/日であった。なお、申請書の記載によると、実

証対象機器１基あたりの消費電力は１１０ｋＷｈ/日である。 

（２）実証対象機器の立ち上げ及び停止に要する期間 

実証対象機器の立ち上げ及び停止に要する期間は、それぞれ約１日であ

る。 

（３）実証対象機器の維持管理に必要な人員数と技能 

実証対象機器の維持管理については、通常、運転及び維持管理について

の知識及び経験を有する人員が１人で行い、実証対象機器１セットあたり

約３０分で完了した。維持管理作業の頻度は月１回程度であった。 

（４）実証対象機器の耐久性 

実証対象機器は実証試験期間を通じて概ね順調に稼動し、故障等は確認

されなかった。 

（５）実証対象機器の信頼性 

実証対象機器は実証試験期間を通じて概ね順調に稼動したが、１０月２

５日に２台のうち１台のノズル３本のうち１本につまりが発生し、噴射の

異常が発見された。環境技術開発者に連絡したところ、翌日１０月２６日

に管内部の清掃を行い、速やかに正常な状態に回復した。管内部にストレ

ーナを通過した異物が入り詰まったものとみられるが、定期的な点検を実

施していれば実証対象機器の信頼性に問題はないと思われる。 

（６）トラブルからの復帰方法 

実証試験期間を通じて発生したトラブルとしては、水位が想定していた

以上に低下したことにより実証対象機器の底部が池の底に着き、噴射の方

向が下向きになったこと、管内部につまりが発生したこと、の２点が挙げ

られる。 

１点目については、機器を沖方向に移動し、さらに浮体と機器の据付角

度を調整することにより、水位低下時でも正常な運転を維持できた。 
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また、２点目については、（５）に記したとおりであり、深刻な事態には

至らなかった。 

 

（７）維持管理マニュアルの評価 

維持管理マニュアルの使い易さについての評価及び課題等について表５

－１８に示す。 

 

 

表５－１８ 維持管理マニュアルの評価及び課題 

項目 評価 課題等 

読みやすさ ○ 特になし 

理解しやすさ ○ 特になし 

その他 －  

評価方法 ○：改善すべき点なし 

△：検討要素あり 

×：改善すべき点あり 
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６． データの品質管理 

 

本実証試験を実施するにあたりデータの品質管理は、大阪府環境情報セン

ターが定める品質マニュアルに従って実施した。 

 

（１）データ品質指標 

  本水質項目・生物影響実証項目の分析においては、ＪＩＳ等に基づいて作

成した標準作業手順書の遵守の他、以下に示すデータ管理・検証による精度管

理を実施した。 
 全ての水質項目について、全測定試料の約１０％に対し二重測定を実施した

結果、変動係数は、ＣＯＤ３％以内、溶解性ＣＯＤ５％以内、ＳＳ６％以内、

透視度４％以内、ＢＯＤ１６％以内、Ｔ－Ｎ２％以内、Ｔ－Ｐ１３％以内であ

った。生物影響実証項目について、全測定試料の約１０％に対し二重測定を実

施した結果、変動係数は Microcystis４％以内（対数値を用いて算出）、

Oscillatoria tenuis１０％以内（対数値を用いて算出）、クロロフィルａ２０％

以内であった。 

 以上のことから、データの品質管理は適正に実施されており、水質項目・生

物影響実証項目について、精度管理されていることが確認された。 
 

７． 品質管理システムの監査 

 

本実証試験で得られたデータの品質監査は、大阪府環境情報センターが定

める品質マニュアルに従って行った。 

実証試験が適切に実施されていることを確認するために実証試験の期間中

に１回内部監査を実施した。 

この内部監査は、大阪府環境情報センター環境科学室長を内部監査員とし

て任命し実施した。 

その結果、実証試験は品質マニュアルに基づく品質管理システムの要求事

項に適合し、適切に実施、維持されていることが確認された。 

内部監査員は内部監査の結果を品質管理責任者及び大阪府環境情報センタ

ー所長に報告した。 

 

 

 

 

 




